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502　　NCA」8F一フルオロァル＋ル化剤の標識合

成とその応用

高橋和弘，村上松太郎，羽上栄一，佐々木広，飯田秀博，

三浦修一，菅野巌，上村和夫，　（秋田脳研　放射線科）

　180（p．n）18F反応により180一水から得られる18F’水

溶液を利用したNCA」8F一フルオロアルキル化の方法

は、高い比放射能が期待できかっ18Fの半減期が適度に

長いことからPETを用いた動態解析に有用な標識薬剤

の合成に向いており、特に脳内のレセプター解析用のリ

ガンドの標識合成への利用が注目されている。演者らは

ドパミンレセプターリガンドとして報告されているleF

一 フルオロエチル及びフルオロプロピルスピペロンの合成

におけるNCA一フルオロアルキル化の方法に関して、合

成試薬や合成手順の違い‘こよる放射化学的収率・純度及

び化学的純度について検討しPETでの臨床使用に適し

た合成法にっいて考察する。

503　　　オビエートレセブター櫨能診断のための11N標識オ

ピオイドペブチド：i　3N・SD　・・　62の合成と体内分布

佐治英郎，堤　大祐，木曽良明＊．三本　勤＊．小西淳二，横

山　陽（京大薬，医，＊京都薬大）

　最近，オピエートレセプター機能診断のための放射性薬剤の

開発が注目されている．そこで、皮下投与により鎮痛効果が認

められているオピオイドペプチドのうち、自動合成が可能なt∋

NH3による効率良い標識化が期待される、　C末端に立体異性のな

いグリシンアミド残基を有するH・Tv．　r－（D）Met（0）・Phe・Gly・NH2（

SD・62）に着目し、そのi3N標識体の合成を試みた．反応は、ニト

ロフェノールエステル体を原料とし、これに，3NH3を反応するこ

とにより行った。種々の反応条件を検討した結果、室温で3・5分

間の反応で目的物が得られ、EOBから精製終了まで約25分であっ

た。更に、合成された13N－SO－62のマウスでの体内分布を検討し

た結果、脳への移行量は少ないものの、時間と共に増加し、血

液プールに分布する1’3L卜RISAより有意に高い取り込みを示した。

504　　YN－09151－2の1・●rl　rlu。r。alkyl化誘導体類のin

viVQ■内●庖　　　籏野健太郎、石渡喜一、川島孝一郎、

畑澤順、伊■正敏、井戸達雄　　（東北大・サイクロ）

　筆者らはさきに、benzanid●系dopa■in●ant傾ooi8t、

YN－e9151－－2の【HC1顧●体（4－【11C】●●thylaninoben2aeid●

体（NAB））の80．亘ワo　D8遭択性を報告した．今回、この化合

鞠のP●P］fluoroalkyl化震導体の脳内●■を■察し、NAB

と比較したので報告する。ラVトにの注後30分において、

目A8、　4－【2－11●r】fluorooth71a■ino1－b●n2aロid●体（PEAB）、

及び4－13－［wp］fluoropropyla■ino】－b●nza●id●体（FPAB）の

脳内移行は投与量に対してほぼ同等でbったが、血中敏射

麓レベルはNABくPEAB《PPABであり、brain！blood　ratioはこ

れに従って低下した．striatun／cer●bellum　ratiott　3者

間でほぼ同等であった．陀岨は匪冊に比べ、投与後の敏射

麓の骨への集積が小さく、生体内において受ける膜フッ素

反応が小さいことが示唆された．

505　F－18標識ドーパ，こよるメラノーマイメージ

ングの可能性

石渡喜一，高橋俊博，岩田錬，Fwnk　B”edy，畑沢頗，

伊藤正敏，井戸達雄　　（東北大学サイクロ）

　メラニン合成の前駆体となるドーパのF－18標識薬剤．

6BFDOPA及び2BFDOPA，のPETによるメ
ラノーマ診断薬としての可能性を検討した。

　B16メラノーマ移植マウスにおいて、両薬剤の摂取率

は膵臓で最大であり、B16もかなり高値を示した。　B　16

組織中、放射能は経時的に酸不溶性画分に移行した。摂

取率及び移行率共に2田FDOPAの方が高値であった。

これらの結果は、両薬剤共にメラニン合成に関与し、

2BFDOPAがより優れた基質であることを示してい

る。他の実験腫癌、L1210，　FM3A，　AH109A及び

YSにおいても、両薬剤の摂取率は高く、これらの結果

は、腫瘍のアミノ酸要求性を反映したものと考えられる。

506　　Pr　Liを使った11c標識Butano1の合成

藤井　亮i今堀良夫1堀井　均1脇田員男；柳生武彦；

馬渕非砂夫；青木　正；中橋彌光i山下正人i水川典彦i
平川公義3（西陣病院i京都府立医大放射線科e脳神経外科『）

　脳血流測定において現在H21℃をトレーサーとした方法が

普及しているが理論的にはPSが高値であるトレーサーがよ

いとされている。Butanolはこの点においてすぐれたトレー

サーである。11C標識Butanolの合成法は多くがGrignard試

薬を用し，・た方法をとっている。今回我々はPrLiを用いて11C－

Butano1の合成を行った。方法は液体窒素中の容器に11CO2

をtrapした後PrLiを加え，更にLi　AIH，／etherを加え0．1N

HCIによりLithium　complexを分解した後精製した。　HPLC

により分析した結果19％の収率であった。PrLiを原料とする
11

CButanol合成法は比較的合成が簡単で且つ収量に再現性
を有する事が判った。またPr　Liも実験室で容易に生成でき

るため，これらは臨床利用に向いた方法であると考えられる。

507　　広範囲に広がる脳腫瘍の病巣検出におけるブ

ドウ糖代謝率（CMRglu）像の有用性について

水川典彦，今堀良夫，天神博志．日野明彦，平川公義，

山下正人，中橋弥光（京府医大脳外．放科，西陣病院）

　一側半球または両側半球にわたり広範囲に腫瘍侵潤が

みられ．診断のための部分切除部位決定にCMRglu像

が有用である5例（Anaplastic　astrocytoma）について

検討した。CMRgluは18　FDGとHutchinsの式を用いて

測定した。CMRglu高値を示す皮質下腫瘍は4例5個所

で．3例3個所はCE＋，2例2個所ではCE一であった。

CMRglu高値の皮質内腫瘍は5例6個所で，3例4個所

はCE軽度＋でgyri　CEとの区別は困難であった。2例2

個所ではCE＋であった。皮質内腫瘍では周辺に低

CMRglu域をともなっていた。　CMRglu像は特に皮質内

腫瘍の広がりを明らかにする手段であった。
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